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研究の概要

　上皮 Na channel（ENaC）は哺乳類の腎臓の集合管に
おいてNa 再吸収に関わるイオンチャネルである．こ
のイオンチャネルは成体哺乳類表皮にも発現している
が表皮における機能は未知である．
　両生類表皮は変態に伴い魚類型（幼生両生類）から哺
乳類型（成体両生類）へと変化する．幼生両生類表皮に
はENaC 機能が発現していないが成体両生類表皮には
ENaC 機能が発現している．両生類の変態に伴う表皮
の変化は，脊椎動物陸棲化の進化の過程の再現かもし
れない．生物進化と両生類の変態時における表皮の変
化との関連はさておき，哺乳類型表皮形成とENaCの
機能発現には関わりがあるのではないかと予想した．
　本グラント研究は，変態に伴い魚類型から哺乳類型
へとdrasticな変化をとげる両生類表皮を材料に，哺
乳類型皮膚形成におけるENaCの役割の解明を目指し
ている研究の一部である．グラント年度内には種々
の発生過程の表皮におけるENaCのmRNAの発現局在
を，in situ hybridizationで明らかにすることを目標と
した．そして成体の表皮ではα-ENaCが，表皮全細胞

層に発現している可能性を認めた．それとともに，採
用した研究手法によるsignalのdetectionの限界も問題
点として浮かびあがり，現在，別の方法でさらなる展
開を継続中である．なお，いただいたグラントによる
研究成果の詳細は，すでに埼玉医科大学医学雑誌に終
了時報告書として掲載されている．また原著論文とし
てActa Histochemicaに掲載されている．以下の書誌を
ご覧いただきたい．
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